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1. 組織の概要及び対象範囲(認証・登録範囲)                         

（1) 事業所名及び代表者名    

南信州菓子工房 株式会社 代表取締役 木下 裕亮 

                                

（2) 所在地 

本社・本社工場 〒395-0301 長野県下伊那郡阿智村春日 3291-1 

阿南工場     〒399-1505 長野県下伊那郡阿南町富草 4258-3 

鹿児島工場   〒891-0703 鹿児島県南九州市頴娃町御領字外戸口東 5382-1 

 

（3) 環境管理責任者氏名(及び担当者連絡先) 

環境管理責任者 ： 大島 亮 

環境事務局    ：  岡島 建一 

  

（4) 事業活動の内容 

ドライフルーツ・半生菓子の製造、販売 

 

（5) 事業規模 

売上高：    15.0 億円(2022 年度) 

本社・本社工場  敷地面積 2535.33 ㎡ 

      従業員数  63 名 

 

  阿南工場   敷地面積 3897.69 ㎡ 

      従業員数  33 名 

 

 

 

（6）事業年度     4 月～3 月 

 

（7) 認証・登録範囲（段階的認証） 本社・本社工場、阿南工場 

                       

（8）レポートの対象期間及び発行日  2022 年 4 月～2023 年 3 月 

 

（9）主な環境負荷の実績 (全社合計) 

項目 単位 2020 年度 2021 年度 2022 年度 

二酸化炭素排出量 kg-CO2 1,756,504 1,938,559 1,936,407 

総廃棄物排出量 t 491 494 193 

総排水量 ㎥ 19,053 20,606 25,471 
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2.実施体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作成者：
更新日：

南信州菓子工房株式会社　実施体制図及び役割・責任・権限表

・自部門における環境方針の周知
・自部門の従業員に対する教育訓練の実施
・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
・時部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施
・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成
　試行・訓練を実施、記録の作成

全従業員 ・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

・環境活動実績の確認・評価

部門長

・環境活動レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

ＥＡ２１推進委員会 ・環境活動計画の審議

・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理
・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施
・環境目標、環境活動計画書原案の作成
・環境活動の実績集計

・環境活動レポートの確認

環境事務局 ・環境管理責任者の補佐、EA21推進委員会の事務局

・環境関連法規等の取りまとめ表を承認
・環境目標・環境活動計画書を確認
・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・環境活動レポートの承認

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理

・環境方針の策定・見直し及び全従業員へ周知
・環境目標・環境活動計画書を承認
・代表者による全体の評価と見直しを実施

代表取締役 ・環境経営に関する統括責任
・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者を準備

・環境管理責任者を任命

大島　亮
2021年5月6日

役割・責任・権限

エコアクション21推進委員会

部門長

代表取締役

環境管理責任者

全従業員

環境事務局

製造部

本社工場

製造部

阿南工場
農産部営業部 品質管理部 総務部
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3.環境方針 

 

　　　　　　基本理念

１ ．環境関連法を順守します。

２ ．無駄なエネルギーや資源の使用を減らし、二酸化炭素の削減を目指します。

３ ．食品と廃棄物のリサイクルに努めます。

４ ．効率よく使用することで節水します。

５ ．化学物質の適切な管理の徹底により、環境負荷を減らします。

６ ．環境に配慮した資材を積極的に採用します。

７ ．工場周辺の清掃活動を積極的にします。

８ ．全従業員の環境保全に対する意識向上に努めます。

制定日： 2017年8月25日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役社長 木下　裕亮

南信州菓子工房株式会社

環 境 方 針

私達は、果物の美味しさや、フレッシュ感をそのまま生かし、合成保存料や着
色料を使わない体に優しい半生ドライフルーツをお届けします。体に優しいだ
けではなく地球に優しいドライフルーツ事業として、環境に配慮した製品の製
造、開発、販売を目指します。南信州の自然豊かな環境を大切にし、環境負荷
の低減や改善活動に取り組みます。

　　　　　　　　行動指針
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5. 環境活動計画及び取り組み結果とその評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        排水処理施設の導入 
 

南信州菓子工房㈱では、菓子製造時に発生する排水を利用し、再生可能エネルギーを創出しております。 

このエネルギーを、阿南工場ではボイラーの燃料とし、本社工場では発電機の運転エネルギーとして再生

エネルギーの有効活用をしております。 

 

      阿南工場 2019 年 12 月より稼働    本社工場 2022 年 9 月より稼働 

※上記図は阿南工場の設備概要となります。 
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6.環境関連法規の遵守状況の確認及び評価 
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7. 次年度の取り組み 

 

 
確認 作成

1 ＜二酸化炭素排出量削減＞

電力・ガスの使用量削減
基準年（全社2021年度）比2％削減
753㎏‐CO₂/百万円（売上）

・デマンドコントロー
ラーによる使用電力の
管理。

・残業削減による、電
気使用減少。

自動車燃料削減
基準年（全社2021年度）比2％削減
39.0㎏‐CO₂/百万円（売上）

・遠隔地（鹿児島工場）
への運搬回数低減。

・ZOOMを使用することによる、
遠隔地事務所との会議実施。
・出荷判定の手順変更による、
出荷前の製品出荷判断実施。

公共交通機関の使用
による営業車使用減
少。

取り組みの評価

2 ＜廃棄物排出量削減＞

産業廃棄物削減
基準年比1％削減

・包装不良削減によ
る、産業廃棄物削減。

・紙ベースによる書類
を電子媒体による管
理。

・過剰な包材を持たな
い

取り組みの評価

3 ＜製品の環境配慮＞

環境への負荷を配慮した製品づくり

・廃液シロップの排水
処理。

・紙包材商品の提案。
・シロップを使用したゼ
リー新商品提案。

取り組みの評価

4 ＜働き方改革＞

社員教育

年8回の従業員計画実
施による、社員の力量
向上。

残業時間削減による、
働き方改革。

取り組みの評価

社内の規定・規則の改定。
　・次世代育成支援に基づ
く行動計画
　・女性活躍促進法に基づ
く行動計画

遊休農地を利用し、自
社栽培の実施（レモ
ン、さつまいも）

歩留りを減らす為、加
工用の農産物でも品
質の良いものを仕入れ
る。

・電子帳票施工に伴う
印刷物の削減

歩留りを減らす為、加
工用の農産物でも品
質の良いものを仕入れ
る。

農産部

・デマンドコントロー
ラー導入による全社の
使用電力の管理。

省エネ運転実施。

№
＜取組項目＞
　　　　具体的目標

製造部 品質管理部 営業部 総務・人事部

環　境　活　動　計　画　書(2023年度) 承認

品質方針評価表の具体的内容・取組み
木下 岡島 茂木

作成日2023年　5月　15日 評価日　　　　年　　月　　日
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8. 代表者による全体取組み状況の評価及び見直しの結果 

 

 

 

 

代表者 環境管理責任者

■定期見直し（事業年度終了後）
□臨時見直し

2023年7月10日

燃料の削減 ○ ○

出張機会は徐々に増えてきているが、ＺＯＯ
Ｍによる会議も活用出来た。

廃棄物の削減 ○ ○

昨年課題となった長期保管原料を無くすこ
とが出来た。

節水 △ ○

排水処理施設で井戸水を使用しているが
配管途中で破損があり、上水の使用が増
えてしまった。（修繕対策済）

＜改善への提案＞

保管： 環境事務局

[環境方針]
①使用電力は目標達成が出来た。デマンド装置を導入することにより、従業員の
節電意識が向上した。

変更の必要性：　　　□有　　　■無

代表者による全体の評価と見直し記録 木下
裕亮

大島
亮

実施日：

目標値
達成状況

活動計画
実施状況

コメント
（目標値に対するコメント・活動計画に対するコメント）

見直しに必要な情報 代表者による見直し

管理責任者の報告及び改善への提案 変更の必要性の有無・指示事項

[取り組み状況の評価結果]

○

昼休み等の休み時間の消灯など身につ
いてきており、会社全体で使用電力を抑え
ることが出来た。

現状は変更ないが、鹿児島、大分で有機栽培を実施。別工場になるが
今後環境方針に加えていくか検討中。

[目標・活動計画]

変更の必要性：　　　■有　　　□無

（詳細は環境活動計画書による）

排水処理施設において、冬季の熱交換の加温対策を早い時期より実施
する。

全従業員の環境活動として、長期連休前に工場周辺の草取りを実施す
る。（8/10予定）

コロナ感染症による行動制限が解除したことで、出張の機会が増えて来
ているが、状況に応じて公共交通機関の利用も増やしていく。

[目標・環境活動計画の達成状況]

目標項目

②本社工場に排水処理施設を増設。（9月稼働）　冬場の気温低下に伴う加温対
策が出来ていなかった為、加熱を行うガスの使用量が増加してしまった。次年度
は加温対策を計画的に実行する。

③ZOOMによる会議を活用。出張が減った。また、計画的な生産を実施すること
で、鹿児島工場への輸送が減少した。

④柑橘類の製造方法を変更する事で、アルコール使用量の低減。

電力の削減 ○

[その他]

変更の必要性：　　　□有　　　■無
エコアクションの担当者担当者に関して

[周囲の変化の状況]
変更なし。①外部コミュニケーション記録より

外部から本社付近の村道を通行する車両が多くなり、速度も速い為危険である。
また、ごみの不法投棄が多いと苦情があった。

[総括]
②環境関連法規制等の動向他 全体的に廃棄物の削減、使用電力の低減などできたが、昨年度に引き

続き、光熱費の高騰、原材料費の高騰が進む為、一層の削減を全社通
じて対応していく。

フロン排出抑制法の対象となる機器のリスト見直しを実施したが、業者による定期
点検が現在見積依頼中の為未実施である。

社長が自ら得た情報


